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2018年度 共同利用・共同研究事業の報告─
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研究集会
「生物移動およびそれに伴う生態現象とその研究手法の整理」

宇野 裕美
���O�������w�����������{�–�����ˆ

京都大学生態学研究センター　特定准教授
専門は河川生態学・生物間相互作用

開 催 場 所

オーガナイザー

2019 年 12 月 22 日（土）

京都大学　吉田キャンパス　
北部構内　理学部 6 号館 201 号室

宇野裕美（京大生態研）
佐藤拓哉（神戸大学）

京都大学 12 名
他大学 23 名
その他（独立行政法人など）23 名

参 加 者

開 催 日
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講 演 内 容

▲会場一杯、多くの方にご参加いただきました。

基調講演 ▶︎ 
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2018 年度 中学生、高校生等対象の研修・講習会の報告

日 付・来 訪 校 開 催 場 所 タ イ ト ル ・ 講 演 者

8月21日
彦根東高校スーパーサイエンスハイスクール講義

生態学研究センター

「あなたの同位体はいくつ？ - 同位体の比率でわかる生物のつながり」　教授・木庭啓介
「植物のかおりがとりもつ生き物たちの関係性」　教授・高林純示

9月27日
岐阜県農業大学校講義

植物は『かおり』で会話する（植物間コミュニケーション）に関する研究概要の紹介
教授・高林純示

10月3日
出雲高校スーパーサイエンスハイスクール講義

「琵琶湖に生息する微生物の多様性と食物連鎖」　特定准教授・程木義邦

「植物由来の香りが媒介する生き物の多様な関係性」　教授・高林純示

11月8日
瀬田北中学校講義

「琵琶湖のプランクトン」　教授・中野伸一

「寄生蜂の不思議」　教授・高林純示

11月30日
膳所高校スーパーサイエンスハイスクール講義 「化学生態学への招待」　教授・高林純示
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編集後記

─センター関係者の動き

表 紙について 　 　 　 　 　 　 　 　 　

2018 年度協力研究員追加リスト

大林　夏湖
東京大学大学院総合文化研究科　特任研究員
研 究 課 題： サイカチマメゾウムシとオオクグのSSRマーカーを用いた遺伝的
多様性解析

センター員の異動

●研究員のMUKHERJEE, Indranilが11月30日で退職しました。
●研究員の大林夏湖が12月31日で退職しました。
●研究員の大西雄二が2月1日に採用されました。

オープンキャンパス 2019 のお知らせ

将来、京都大学理学研究科の大学院生（修士または博士課程）として、
生態学研究センターにおいて生態学の研究に取り組みたいと希望さ
れる方を対象にオープンキャンパスを開催しています。当日は研究内容
についての紹介を行います。また、4月1日（大津開催）の回では施設見学・
研究室訪問ができます。 関心のある方はお気軽にご参加ください。  

    大学院入試説明会（東京会場）
　・日時　3月29日（金）17：30-19:30
　・場所　京都大学 東京オフィス（新丸ビル）
　・内容　研究内容説明（教員の中から東樹准教授と木庭教授が参加します）
　・事前申込締め切り　3月28日（木）（当日受付可）
　・連絡先　京都大学生態学研究センター オープンキャンパス係
　　　　　　　　open2019@ecology.kyoto-u.ac.jp

    オープンキャンパス（生態学研究センター）
　・日時　4月1日（月）9：00-17:00
　・場所　京都大学生態学研究センター（滋賀県大津市）
　・内容　研究内容説明・施設見学・面談
　・申込締め切り　3月29日（金）
　・連絡先　京都大学生態学研究センター オープンキャンパス係
　　　　　　　　open2019@ecology.kyoto-u.ac.jp

早いもので、センターニュースの編集責任者を拝命してから1年が経と
うとしています。お気づきの方もいらっしゃるかもしれませんが、今年度
より、「研究ハイライト」というコーナーを新設させていただきました。生
態学研究センターについて知っていただくには、所属員がどのような研
究をしているのかお伝えするのが一つの道と考えております。京都大学
広報でプレス発表を行った研究を中心に、情報をお届けして参りたいと
存じます（東樹宏和）。

北 アラスカのToolik Field Station のツンドラ生態系（Moist 
Acidic Tundra）。一番近いスーパーまで約600km。ものすごい数の
蚊におそわれるので特殊な"bug shirts"を着て、また貧栄養環境の
ため手袋を着用しながら植物の採取を行っているところ。写真に写って
いるのは保原達氏（現在酪農学園大学教授）。この後、現場で純水を使っ
て試料を洗いラボに持ち帰り乾燥させる（木庭啓介）。


